
　二つの整式 ， を考える。 を計１
　算すると ア イウ エオ となる。

　 とおくとき， が についての 次式になるのは カキ ， ク

　のときで，このとき， ケ である。

　二つの関数 ， を考える。

　正の整数 で， を満たすものは全部で コ 個ある。

　このうち， が の約数になるような は小さい順に サ と シ で，

　いずれのときも ス である。
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△ において， ， ， とする。このとき２
ア

イウ
，

エオカ

キク
であり，△ の外接円 の半

径は
ケ コサ

シス
である。

円 の点 における接線と点 における接線の交点を とし，線分 と辺 の交点

を とする。また，点 を通り辺 と平行な直線と，直線 ， との交点をそれぞ

れ ， とする。

　下の セ ～ タ には，次の ～ のうちから当てはまるものを一つずつ選

　べ。ただし，同じものを繰り返し選んでもよい。

　 　 　　　 　 　　　 　 　　　 　

　 　 　　　 　 　　 　

　 と は平行であるから， セ である。また， が円 に接す

　るので， ソ である。したがって， タ であり，

　 チ ツ となる。

　 と同様に，
テ ト

ナ
となる。 と は平行であるから，

　
ニ

ヌ
である。よって，

ネ ノ

ハ
となる。これより，

　
ヒフ ヘ

ホ
となる。



， を自然数とし， とする。 個の自然数の列で和が となるようなものの場３
合の数を ， とする。例えば， ， のときを考えてみると，和が となる

つの自然数は ， と ， のみだから，和が となる自然数の列は ， と ， と ，

の 通りである。したがって， ， である。

　 ， アイ

　 ， ウエオ

　 ， カキクケ



を を満たす実数とする。 平面上に 点 ， と４

， がある。点 を ： ： を満たす点とする。

　 が直線 上にあるとき，それらの点の座標は

　　　　　
ア

イ
，

ウ

エ
，

オ

カ
，

キ

ク

　である。ただし，
ア

イ

オ

カ
とする。

　 の軌跡は方程式
ケ

コ

サ

シ

ス

セ
が表す円

　 である。

　 が を動くとき， で求めた が通過する部分の面積は
ソ

タ
で

　ある。


